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進
ヵな鮮
“』
議
醇
詭
弁
で
地
元
掻
き

す
防
衛
省

佐
賀
空
港

（
佐
賀
市
川
副
町
）

へ
の
陸
上
自
衛
隊
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
で
焦
点
と
な

っ
て
い
る
空
港
隣
接
地
に

つ
い
て
、
地
権
者
で
つ
く
る
管
理
運
営
協
議
会

（
田
中
浩
人
会
長
）
は

一
日
、
土
地
売
却
の
賛
否
を
問
う

「
臨
時
総

〈
び

を
開
き
、
賛
成
が
全
体
の
三
分
の
二
を
上
回

っ
た
と
し
て
、
防
衛
省

へ
土
地
を
売
却
す
る
方
針
を
示
し
た
。
全
メ

デ
ィ
ア
が

一
斉
に

「防
衛
省
に
土
地
売
却
　
佐
賀
空
港

『
オ
ス
プ
レ
イ
』
配
備

へ
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
、
「佐
賀
配
備
本
格
化
」

な
ど
ど
大
々
的
に
報
じ
、
用
地
取
得
を
既
成
事
実
と
す
る
空
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
臨
時
総
会
議
決
の

有
効
性
に
は
地
権
者
内
か
ら
も
異
議
が
上
が

っ
て
お
り
、
民
法
上
も
共
有
地
の
売
却
に
は

「
共
同
所
有
者
全
員
の
同

意
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
決
に
よ

っ
て
土
地
売
却
手
続
き
が
前
に
進
む
も
の
で
は
な
く
、
反
対
世
論
を
沈

静
化
さ
せ
る
効
果
を
狙

っ
た
印
象
操
作
の
域
を
出
な
い
も
の
で
、
用
地
取
得
を
急
ぐ
防
衛
省
の
強
引
さ
が
き
わ
立
つ
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
現
地
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
―
―
佐
賀
市
内
を
取
材
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

総
会
の
「賛
成
三
分
の
二
」
の
真
相

佐
賀
空
港

へ
の
陸
自
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
計
画
は
、
二
〇

一
四
年
に
表
沙
汰
に
な
り
、

有
明
海
で
最
大
の
ノ
リ
生
産

地

を
抱

え
る
地
元
佐
賀
市

川
副
町
を
中
心
に
住
民
の
反

対
世
論
が
沸
き
上
が

っ
た
。

川
副
町
で
は
、

ノ
リ
漁
業

者
や
自
治
会
な
ど

に
よ
る

「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
に

反
対
す
る
地
域
住
民
の
会
」

（
古
賀
初
次
会
長
）
が
立
ち

上
が
り
、
毎
年
六
〇
〇
人
～

一
四
〇
〇
人
規
模
の
決
起
集

会
を
開
き
い
基
幹
産
業
で
あ

る
ノ
リ
漁
業

や
農
業

の
た

め
、
子
や
孫
に
地
域
の
平
和

な
暮
ら
し
を
残
す
た
め
に
反

対
の
意
志
を
明
確
に
示
し
て

き
た
。

だ
が
、
そ
の
頭
越
し
に
二

〇

一
八
年
、
山
口
祥
義

・
佐

賀
県
知
事
が
受
け
入
れ
を
表

明
し
、
昨
年

一
二
月
に
は
佐

賀
県
有
明
海
漁
協
（西
久
保

敏
組
合
長
）
が
役
員
レ
ベ
ル

で
、
佐
賀
空
港
建
設
に
あ
た

っ
て
漁
協
と
県

が
結
ん
だ
公
害

防
止
協
定
に
あ

る

「佐
賀
空
港

を
自
衛

豚
と
共
用
す
る
よ
う

な
考
え
を
持

っ
て
い
な
い
」

と
す
る
約
束
を
見
直
す
こ
と

を
認
め
、
事
実
上
受
け
入
れ

を
容
認
。

そ
れ
ま
で
の

「防
衛
省
と

は
会
わ
な
い
」
と
い
う
前
組

合
長
の
姿
勢
を
転
換
し
、
み

ず
か
ら
防
衛
省
、
さ
ら
に
岸

田
首
相
と
も
直
接
面
会
を
重

ね
、
全
組
合
員
に
は
か
る
こ

と
も
な
く
上
意
下
達
で
公
害

防
止
協
定
の
規
定
を
と
り
消
・

す
と
い
う
超
法
規
的
な
荒
業
・

を
見
せ
た
。

さ
ら
に
今
年
二

月
に
は
、
新
た
に
就
任
し
た

坂

井

・
佐
賀
市
長
も
容
認
を

表
明
し
、
「
地
元
住
民
の
意

思
を
尊
重
す
る
」
ど
こ
ろ
か
、

防
衛
省

・
県

・
市

ｏ
漁
協
本

所
が

一
体
と
な

っ
た
隠
然
と

し
た
圧
力
が
、
こ
の
問
題
で

最
大
の
要
で
あ
る
配
備
予
定

地
を
管

華̈

ソる
有
明
海
漁
協

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
を
訴
え
る
住
民
の
会
の
古
賀
初
次
会
長

（
四
月
二
〇
日
）
　

　

オ
ス
プ
レ

南
川
副
支
所
に

向
け
ら
れ
た
。

四

月

一
〇

日
、
地
権
者
で

つ
く
る

「国
造

揚

（
こ
く
ぞ
う

か
ら
み
）
六
〇

診
管
理
運
営
協

議
会
」

（
事
務

局

・
漁
協
南
川

副
支
一じ

は
臨

時
総
代
会
を
開

き
、

「
総
代
」

と
い
わ
れ
る
約

四
〇
名
ほ
ど
の

地
権
者
で
、
五

月

一
日
に
臨
時

総
会
を
お
こ
な

っ
て
防
衛
省
が

求
め
る
土
地
の

売
却
の
可
否
を

決

定

す

る

こ

と
、
採
決
は
地

権
者
の
三
分
の

二
以
上
の
多
数

（巳

　

決
に
よ
る
こ
と

防
衛
省

ア
メ
と
ム
チ

で
直
接
介
入

川
副
町
内
で
は
い
「
こ
れ

を
や
ら
せ
る
た
め
に
防
衛
省

は
管
理
運
営
協
議
会
の
執
行

部
（
運
営
委
員
）
を
抱
き
込

み
、
漁
業
者
た
ち
に

″防
衛

省
か
ら
振
興
策
が
約
束
さ
れ

て
い
る
〃
　
″
地
域
が
活
性
化

す
る
″
　
フ
反
対
し
て
い
た
ら

予
算
や
補
助
金
が
下
り
な
く

な
る
〃
な
ど
と
吹
き
込
ん
で

根
回
し
を
続

け
て
き
た
」

「な
ん
の
確
証

（
明
文
化
）

も
な
い
振
興
策
な
の
だ
が
、

鼻
先
に

エ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
下

げ
る
よ
う
に
し
て
漁
業
者
を

だ
ま
し
な
が
ら
尻
を
叩
き
、

反
対
意
見
を
い
う
も
の
は
ま

る
で
犯
罪
者
で
あ
る
か
の
よ

う
な
空
気
が
つ
く
ら
れ
て
い

っ
た
」
と
口
々
に
語
ら
れ
て

い
る
。

を
決
定
。一
こ
れ
に
つ
い
て
地

権
者
が
ら
は
、
同
協
要

パ
の

規
約
に
は
「総
〈
ご
と

「役
員

会
」
は
あ

っ
て
も
「総
代
会
」

と

い
う
機
関

の
明
記
は
な

く
、
「漁
協
支
所
の
機
関
と
混

同
し
た
も
の
で
規
約
違
反
」

と
の
声
も
あ
が

っ
て
い
る
。

長 周 新 聞社

下関市田中町10番 2号

電話 083(222)9377(代 表)

FAX 083(222)9399
メールアドレス
info@chOsyu― jOurnal.jp

振込口座 01540-0-11658

週 3回刊 月ぎめ 1500円

1部120円 郵送料1カ 月550円

関西総局

京都市左京区吉田近衛26

電 話 075(761)3040

FAX(電 話と兼用)

名古屋

中村区靖国町2-94-12

電 話 052(414)1250

富山 富山市大塚 95

電 話 076(434)6887

岡山 倉敷市西中新田320-16

電 話 086(425)5927

沖縄 浦添市仲間1-2-8-102

電 話 098(878)1805

岩国 岩国市三笠町3-8-3

電 話 0827(21)6837

宇部 宇部市中尾 1-7-27

電 話 0836(31)2229

萩  萩市大字椿東4504番地

電 話 0838(22)2566

ロ

循
環
器

Ｑ
圭

札
幌

そ
し
て
各
地
権
者
に
は
、

田
中
会
長
名
義
で
臨
時
総
会

開
催
の
通
知
文
書

（
四
月

一

一
日
付
）
が
送
付
さ
れ
た
。

．

そ
こ
に
は

「会
場
の
都
合
上

な
る
べ
く
書
面
に
よ
る
議
決

一

を
推
奨
」
す
る
と
書
か
れ
て

お
り
、
同
封
さ
れ
た

「議
決

権
行
使

書
」
の

（土
地
売
却

に
）
賛
成

ｏ
反
対
の
い
ず
れ

か
に
マ
ル
を
つ
け
て
署
名
、

捺
印
の
う
え
封
筒
に
入
れ
、

同
月
二
八
日
午
後
五
時
ま
で

に
漁
協
南
川
副
支
所
内
の
事

一

務
局
に
提
出
す
る
よ
う
求
め

て
い
た
。
　
　
　
　
　
・
　

・

防
衛
省
が
購
入
を
求
め
て

い
る
の
は
、
同
協
一蒙

な
が
管

一

理
す
る
六
〇
診

（
共
有
地
）
一

の
五
五
％
。
こ
の
配
備
予
定
一

地
三
二
り
の
う
ち
、
県
所
有
一

の
農
道
を
除
く
三

一
り
の
地
一

権
者
は
、
南
川
副
支
所
の
組

合
員

（現
役
漁
師
）
が

一
五
一

九
人

、

非
組
合
員

（
廃
業

者
）
が
九
五
人
の
計
二
五
四

人
だ
。

だ
が
ヽ

「書
面
議
決
」
を

推
奨
し
た
た
め
Ｌ
月‥‐

一
日
に
、

お
こ
な
わ
れ
た
臨
時
総
会
の

議

い
の
出
席
者
，は
、

わ
ず
か

二
〇
～
三
〇
人
だ

っ
た
と
い

う
¨
投
票
総
数
は
二
三
九
票

（
う
ち
二
〇
九
票
が
書
面
送

付
）
で
、
開
票
の
結
果
、
無

´

効
の
六
票
を
除
く
二
三
二
票

の
う
ち
、

賛
成
が

一
八
四
一

昨
年
末
、
有
朋
海
漁
協
本

所
が

「佐
賀
空
港
を
自
衛
隊

一

と
共
用
し
な
い
」
と
す
る
公

一

害
防
止
協
定
の
と
り
消
し
を

決
め
た
後
、
防
衛
省

（九
州

防
衛
局
）
は
南
川
副
町
内
に

「
佐
賀
現
地
事
務
所
」
を
設

置
し
、
地
権
者
や
漁
業
者
の

個
別
訪
間
を
開
始
し
た
。

「
ま
ず
管
理
運
営
協
議
会

の
執
行
部
を
焚

（
た
）
き
つ

け
、、
地
権
者
名
簿
を
共
有
し

て
、
作
業
服
を
来
た
職
員
や

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
が
二
人

一
組
で

七
～
八
組
が
町
内
を
う
ろ
う

ろ
と
歩
き
回
り
、
多
い
家
で

は
三
回
も
四
回
も
訪
間
し
て

″
五
月

一
日
は
ど
う
か
お
願

い
し
ま
す
″
と
頭
を
下
げ
て

回

っ
て
い
た
。
昨
年
九
月
に

は
防
衛
省
が
地
権
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い
た

が
、
な
ぜ
防
衛
省
が
地
権
者

の
個
人
情
報
を
勝
手
に
取
得

し
、
協
議
会
内
部
の
こ
と
に

直
接
介
入
す
る
の
か
と
不
思

0
レ

回

g

口 |

じ



ｉ
消
化
器

■
内
科

大
し
が
丘

い
と
う
内
科

院
長

伊

東

修

一

こ
の
三

一
診
の
土
地
は
、

登
記
上

は
県
有
明
海
漁
協

（
南
川
副
漁
協
が
合
併
し
た

た
め
）
の
単
独
登
記
と
な

っ

て
い
る
た
め
、
同
協
議
会
役

員
に
よ
れ
ば
、
こ
の
総
会
議

決
を

″
手
形
″
に
し
て
今
後

は
県
有
明
海
漁
協
が
防
衛
省

と
の
売
買
契
約
を
お
こ
な
う

こ
と
を
視
野
に
、
今
月
半
ば

に
も
漁
協
本
所
で
詰
め
の
協

議
が
お
こ
な
わ
れ
る
見
通
し

だ
と
い
う
。

協
議
会
の
議
決

　

・

漁
業
者
を
諦

め
さ
せ
る
為

だ
が
第

一
の
問
題
と

し

て
、
こ
の

「国
造
揚
」
の
干

拓
地
は
個
人
の
共
有
地
で
あ

り
、
そ
の
処
分
権
は
漁
協
や

管
理

運
営
協
議
会

に
は
な

い
。
こ
の
土
地
は

一
九
八
八

（
昭
和
六
三
）
年
に
国
造
千

拓
事
業
に
と
も
な
う
漁
業
補

償
と
し
て
、
漁
業
者
各
個
人

に
払
い
下
げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
当
時
の
南
川
副
漁
協

が
佐
賀
県
と
交
わ
し
た
覚
書

に
も

「
干
拓
建
設
事
業
に
伴

う
漁
業
補
償
の
締
結
に
当
た

っ
て
南
川
副
漁
協
の
漁
業
権

者
の
入
植
増
反
希
望
者
に
対

し
て
配
分
す
る
」
と
、
個
人

に
配
分
す
る
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

協
議
会
の
規
約
や
会
員
と

二
条
二
丁
目

票
、
反
対
が
四
九
票
と
な

っ

た
た
め
、
議
長
の
田
中
浩
人

会
長

（
漁
協
運
営
委
員
長
）

は

「賛
成
と
決
議
し
た
¨
三

分
の
二
以
上
の
賛
成
で
、
地

権
者
の
皆
さ
ん
の
決
定
事
項

な
の
で
私
も
賛
成
だ
っ
今
後

は
漁
協
の
本
所
に
報
告
し
て

話
を
進
め
て
い
く
」
と
マ
ス

コ
ミ
各
社
の
取
材
陣
に
の
ベ

た
。

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
の

一
四
〇
〇
人
住
民
集
会

（
二
〇

一
八
年
四
月
）

議
で
な
ら
な
か

っ
た
」

「他
人
の
土
地
を
多
数
決

で
売
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
る

の
か
つ
。　
納
得
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も
執
行
部

一
一
人
の

う
ち
八
ヽ
九
人
は
賛
成
を
明

確
に
し
て
動
い
て
お
り
い
防

衛
省
や
県
と
の

″
勉
強
会
″‐

な
ど
を
何
度
も
開
い
て
き
た

が
い
そ
れ
は
賛
成
さ
せ
る
た

め
の
話

ヽ
し
合
い
だ
っ
た
。
し

か
も
・ヽ
臨
時
総
会
を
開
く
直

前
の
四
月
二
〇
日
の
防
衛
省

と
の
勉
強
会
で
は
、　
″中
立

の
立
場
″
と
い
う
里
ズ
パ長

が

フ執
″有
部
と
し
て
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
計
画
に
賛
成
し
て

い
る
″
と
明
言
さ
せ
ら
れ
、

そ
れ
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
が
大

々
的
に
報
道
し
た
。
公
平
性

に
も
疑
間
が
残
る
し
、
議
決

を
採
る
前
か
ら
の
出
来
レ
ー

ス
だ

っ
た
」
・
　

・
　

‐
ヽ

地
権
者
か
ら
は
、
今
年
に

入

っ
て
か
ら
の
推
移
の
異
様

さ
が
語
ら
れ
る
。

臨
時
総
会

出
席
者
か
ら

は
、一
「
総
代
会
と
い
わ
れ
て

も
会
員
は
誰
が
総
代
な
の
か

も
知
ら
な
い
し
、
な
か
に
は

地
権
者
で
な
い
も
の
ま
で
参

加
し
て
い
た
と
い
う
。

書
面

議
決
を
す
る
に
し
て
も
、
臨

時
総
会
が
始
ま
る
と
き
に
は

す
で
に
封
筒
が
開
封
さ
れ
て

い
て
、
執
行
部
は
事
前
に
中

身
を
見
れ
る
状
態
だ
っ
た
。

″
金

庫

で
厳

重

に

管

理

し

た
。
信
用
し
て
く
れ
″
と
い

わ
れ
て
も
漁
協
本
所
も
執
行

部
も
推
進

の
立
場

で
あ

っ

て
、
客
観
的
に
検
証
す
る
こ

と
が
不
可
能
で
は
な
い
か
。

こ
れ
が
公
正
な
議
決
と
い
え

る
の
か
」
と
い
う
意
見
も
聞

か
れ
た
。

賛
成
票
を
投
じ
た
地
権
著

（漁
業
者
）
か
ら
も
、
「
す
べ

て
賛
成

し
た

わ
け

で
は
な

い
」

と

い
う
声
も
聞
か
れ

る
。
土
地
の
買
収
額
に
つ
い

て
、
防
衛
省
は
今
年
二
月
、

二
年
前
に
示
し
た
買
収
額
か

ら
四
割
増
と
な
る
二
平
方
房

当
り
六
〇
三

一
円
を
地
権

者
に
提
示
し
て
い
る
。
地
権

者
の
持
分
面
積
は
、
そ
れ
ぞ

・れ
大
小
は
あ
る
も
の
の
ヽ
二

反

（約

一
〇
〇
〇
平
方
研
）

で
あ
れ
ば

一
二
〇
〇
万
円
、

・

そ
の
五
五
％
の
買
収
で
あ
る

た
め
受
け
と
る
地
代
は
六
六

〇
万
円
程
度
だ
。

南
川
副
の
ノ
リ
の
年
間
売

上
は
漁
協
内
最
大

（年
間
四

九
億
円
）
で
い
各
漁
家
は
規

模
の
差
は
あ
れ
年
間
三
〇
〇

〇
万
～
四
〇
〇
〇
万
円
を
売

り
上
げ
る
世
帯
も
多
い
ｏ
「
こ

ん
な
土
地
代
な
ど

一
年
で
食

い
潰
し
て
し
ま
う
金
額
で
あ

り
、
ト
ラ
ッ
ク
を

一
台
買

っ

て
少
し
お
釣
り
が
く
る
程
度

の
も
の
¨
だ
が
万
が

一
、
基

地
建
設
に
よ
っ
て
有
明
海
の

海
況
が
ま
た
諫
早
干
拓
の
よ

う
に
変
化
し
、
ノ
リ
漁
に
打

撃
が
く
れ
ば
そ
れ
ど
こ
ろ
で

の
協
定
書
に
は
、
土

地
は

一
括
登
記
し
つ

つ
、
各
会
員
に

「持

分

（
も
ち

ぶ

ん
）
証

券
」
を
発
行
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
分
面
積

が
示
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
協
議
会
か

・

ら
一奎

”さ
れ
た
地
元

の

「南
川
副
フ
ァ
ー

ム
」
が
麦
や
大
豆
な

ど

を

栽

培

し

て

お

り
、
そ
の
収
益
が
配

分
面
積
に
応
じ
て
各

地
権
者
に
分
配
さ
れ

て
き
た
。

共
有
地
に
つ
い
て

民
法
で
は
、
「各
共

有
者
は
い
他
の
共
有

・
者
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
、
共
有
物
に
変

更
六
そ
の
形
状
又
は

効
用
の
著
し
い
変
更

を
伴
わ
な
い
も
の
を

除
く
）
を
加
え
る
こ

と

が

で
き

な

い
」

（
二
五

一
条
）
と
し
て
お
り
、

法
務
省
も

「
目
的
物
の
全
体

を
売
却
す
る
に
は
基
本
的
に

共
同
所
有
者
全
員
の
同
意
が

必
要
と
な
る
」
（
二
月
二
二

日
参
議
院
予
算
委
ｔ
民
事
局

長

の
答
弁
）

と

の
べ
て
い

る
。
こ
れ
を
多
数
決
で
売
却

す
る
と
な
れ
ば
、
個
人
財
産

を
第
二
者
が
奪
う
こ
と
に
な

る
か
ら
だ
。
　
　

　

・

反
対
す
る

地
権
者
た
ち

は
、
「
共
有
地
の
地
権
者
個

人
が
持
分
を
お
互
い
に
譲
渡

し
た
り
、
処
分
す
る
こ
と
は

可
能
で
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で

も
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、

土
地
そ
の
も
の
を
処
分
す
る

に
は
地
権
者
全
員
の
同
意
が

不
可
欠
な
の
は
当
然
だ
。
管

理
運
営
協
議
会
の
事
業
も
、

割
り
当
て
な
ど
の
管
理
運
営

を
す
る
こ
と
は
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
土
地
の
売
却
は
規

約
に
も

一
切
記
載
は
な
い
。

多
数
決
に
よ
る
売
却
は
で
き

な
い
」
と
指
摘
し
、
法
的
措

置
も
検
討
し
て
い
る
。

共
有
地
で
あ
る
た
め
個
々

の
所
有
地
の
場
所
は
示
さ
れ

て
お
ら
ず
＾
現
状
で
は
分
割

し
て
売
買
す
る
こ
と
も
不
可

能
で
あ
り
、
防
衛
省
が
土
地

を
取
得
す
る
た
め
に
は
最
終

的

に
地
権
者
全
員

の
同
意

を
と
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
れ
を
承
知
の
う
え

で
、
わ

‥ざ
わ
ざ
管
理
運
営
協

議
会
に
議
決
を
と
ら
せ
た

‐目

的
は
、
「用
地
問
題
は
決
着
済

み
」
と
い
う
既
成
事
実
を
作

り
上
げ
、
反
対
す
る
漁
業
者

を
落
胆
さ
せ
、
あ
き
ら
め
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。

漁
業
権

の
例

で
は
あ
る

は
な
い
損
害
に
な
る
。
排
水

対
策
や
万
が

一
の
被
害
の
補

償
が
ち
ゃ
ん
と
お
こ
な
わ
れ

る
の
か
に
つ
い
て
は
不
安
が

残
る
」
と
語
ら
れ
る
。
　

，

そ
の
た
め
議
決
に
向
け
た

根
回
し
の
過
程
で
は
、
執
行

部
な
ど
を
通
じ
て

「国
も
知

事
も
市
長
も
賛
成
し
て
い
る

の
に
、
反
対
す
れ
ば
港
湾
補

修
や
補
助
金
の
予
算
も
減
額

さ
れ
る
」

「
南
川
副
の
漁
港

は
、
早
津
江
川
の
土
砂
が
堆

積
し
て
浚
渫

（
し

ゅ
ん
せ

つ
）
が
欠
か
せ
な
い
が
、
こ

の
予
算
も
減
ら
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
」

「
船
を
買
い
換

え
る
さ
い
の
補
助
金

（上
限

一
五
〇
〇
万
円
）
が
打
ち
切

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
な

ど
の
言
説
が
振
り
ま
か
れ
る

と
同
時
に
、
「
陸
自
駐
屯
が

実
現
し
た
ら
ヽ
自
衛
隊
や
家

族
も
含
め
て
二
〇
〇
〇
人
が

移
住
し
て
き
て
町
が
活
性
化

す
る
。
小
学
校
の
人
数
も
増

が
、
一晏

種

設

計
画
が
四
〇

年
間
進
ま
ず
、
頓
挫
し
て
い

る
上
関
原
発
計
画

（
山

口

県
）
を
見
て
も
、
事
業
者
の

中
国
電
力
は

「す
で
に
漁
業

補
償
は
決
着
済
み
」
と
す
る

ポ
■
ズ
を
と

っ
て
い
る
が
、

建
設
予
定
地
の
目
前
に
あ
る

祝
島
の
漁
一重

「が
漁
業
補
償

金
受
け
と
り
を

一
貫
し
て
拒

否
し
続
け
て
い
る
た
め
、
現

実
に
は
海
の
工
事
に
は
手
が

付
け
ら
れ
な
い
で
い
る
。
祝

島
の
漁
師
が
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
予
定
地
で

「
自
由
漁
業
」

を
し
て
も
排
除
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

一
方
、
祝
島
支

店
が
受
け
と
り
を
拒
否
し
た

漁
業
補
償
金
を
山
口
県
漁
協

本
店
が
勝
手
に
引
き
出
し
、

祝
島
に
対
し
て
幾
度
も
受
け

と
り
を
迫

る
総
会
を
開
か

せ
、
「
勝

つ
ま
で
ジ

ャ
ン
ケ

ン
」
を
仕
掛
け
て
い
る
。
．

つ
ま
り
、
原
発
建
設
を
進

め
た
い
側
に
と

っ
て
は
漁
業

者
個
々
人

（漁
協
本
店
が
成

り
変
わ
る

こ
と
は

で
き
な

い
）
と
の
受
領
関
係
を
成
立

さ
せ
な
け
れ
ば
、
法
的
に
工

事
着
工
が
で
き
な
い
か
ら
で

あ
り
、
「
決
着
済
み
」
と
の

宣
伝
は
、
あ
く
ま
で
反
対
す

る
漁
業
者

を
あ
き
ら
め
さ

せ
、
補
償
金
を
受
け
と
ら
せ

る
た
め
の
印
象
操
作
に
過
ぎ

な
い
こ
と
が
暴
露
さ
れ
て
い

る
「
最
終
的
に
は
個
人
が
同

意
書
に
判
を
押
し
、
地
代
を

受
け
と
ら
な
け
れ
ば
契
約
が

成
立
し
な
い
こ
と
は
用
地
交

渉

に
お
い

て
も
同
じ

で
あ

り
、
そ
れ
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
す
る
た
め
の

「多
数
決
」

と
い
え
る
。

え
る
。
商
店
や
事
業
所
に
も

客
が
増
え
る
」

「
国
に
協
力

す
れ
ば
、
南
川
副
の
漁
業
者

に
は
漁
業
施
設
の
整
備
が
お

こ
な
わ
れ
、
漁
業
者
の
意
見

も
通
り
や
す
く
な
る
」

な

ど
、
い
わ
ゆ
る
防
衛
省
と
の

″
勉
強
会
″
で
吹
き
込
ま
れ

た

「
ア
メ
と
ム
チ
」
が
ま
こ

と
し
や
か
に
振
り
ま
か
れ
、

反
対
す
る
も
の
は

″
浄
樫

化

の
チ
ヤ
ン
ス
を
妨
害
す
る
も

の
″
と
い
う
空
気
が
、
国

・

県

・
市
の
議
員
も
か
か
わ
る

な
か
で
つ
く
ら
れ
て
い

っ
た

と
い
う
。

い
ず
れ
も
覚
え
書
き

一
つ

な
い

「
空
手
形
」

や

「
噂

話
」
に
過
ぎ
ず
、
過
去
に
筑

後
大
堰
（
佐
賀
空
」橿
｛設
、

諫
早
干
一墾
｝業
な
ど
の
国
策

に
よ
る
有
明
海
の
激
変
を
経

験
し
、
そ
の
再
生
を
め
ぐ

っ

て
国
と
対
峙
し
で
き
た
年
配

の
漁
業
者
か
ら
は

「
う
ま
い

話
ほ
ど
警
戒
す
べ
き
」

「
国

は
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
。
国

約
束
な
ど
担
当
者
が
変
わ
れ

ば
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
」

「
あ
と
か
ら

″
こ
ん
な
は
ず

で
は
な
か

っ
た
″
と
い
う
の

が
目
に
見
え
て
い
る
」
と
冷

静
な
対
応
を
求
め
る
声
は
少

な
く
な
い
。
そ
れ
さ
え
も
封

じ
る
よ
う
な
宣
伝
攻
勢
に

「
ま

る

で
宗

教

の
よ

う
」

「
国
が
相
手
に
す
る
の
は
、

こ
ち
ら
が
カ
ー
ド

（土
地
の

所
有
権
）
を
も

っ
て
い
る
間

だ
け
だ
。
初
め
か
ら
バ
ン
ザ

イ

（
売
却
賛
成
）
し
て
し
ま

え
ば
、
そ
ん
な
相
手
は
国
に

と

っ
て
は
赤
子
の
手
を
ひ
ね

る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
実
感

を
込
め
て
語
ら
れ
て
い
る
¨

地
域
住
民
の
会

　
　

・

粘
り
強
く
最

後
ま
で
闘
う

地
権
者
で
も
あ
る
漁
業
者

の
男
性
は
、
「
正
直
０
こ
の

票
差
に
は
驚
い
た
。
国
が
漁

業
者
同
士
を
対
立
さ
せ
る
よ

う
に
仕
向
け
て
い
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
「
そ
も
そ
も

県
漁
協
本
所
が
西
久
保
組
合

長
に
な
り
、
こ
れ
ま‥
で
と
打

っ
て
か
わ
っ
て
自
分

‥か
ら
防

衛
省
に
会
い
に
行
き
、
首
相

官
邸
に
ま
で
い
っ
て
丸
め
込

ま
れ
た
こ
と
が
漁
業
者
に
と

っ
て
背
信
行
為
だ
し
、
本
所

が
南
川
副
の
執
行
部
に
責
任

を
投
げ

‐、
上
層
部
が
連
鎖
し

て
い

っ
た
。
裏
で
ど
ん
な
取

引
が
さ
れ
た
の
か
は
知
ら
な

い
が
、
執
行
部
の
な
か
に
は

地
代
で

一
億
に
な
る
ほ
ど
の

持
分
を

一
手
に
持

っ
て
い
る

も
の
も
い
る
と
も
い
わ
れ
、

そ
う
い
う
利
権
が
動
い
て
い

る
と
見

る
の
が
普
通
だ
ろ

う
。
国
を
信
用
し
す
ぎ
だ
と

思
う
。
諫
早
干
拓
の
問
題
で

も
、
裁
判
で
勝

っ
て
も
国
は

動
か
な
い
し
、
漁
業
被
害
に

対
す
る
特
措
法
が
あ

っ
て
も

一
向
に
執
行
さ
れ
な
い
。
そ

れ
は
農
水
省
で
も
防
衛
省
で

も
変
わ
ら
な
い
し
、　
″
国
防

の
た
め
″
と
い
え
ば
よ
り
強

い
権
限
で
地
元
の
人
間
は
蹂

躙

（
じ
ゅ
う
り
ん
）
さ
れ
る

こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

有
明
海
西
南
部
で
は
す
で
に

栄
養
塩
が
足
り
ず
、

ノ
リ
の

壊
滅
状
態
が
ず

っ
と
続
い
て

お
り
、
そ
れ
が
北
側
に
も
広

が

っ
て
き
て
い
る
。
有
明
海

が
死
滅
し
て
か
ら
後
悔
し
て

も
始
ま
ら
な

い
。

今
度
は

″
自
業
自
得
″
と
い
わ
れ
か

ね
な
い
。
漁
師
以
外
の
地
域

住
民
の
こ
と
も
考
え
て
漁
師

が
ど
う
動
い
て
い
け
ば
い
い

の
か
、
対
立
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
考
え

福
田
正
義
評
込・岬
集

原
水
禁
・平
和
運
動
論

一
〇
〇
０
円

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
話

し
た
。

反
対
運
動
を
牽
引
し
て
き

た

「住
民
の
会
」
は
四
月
二

〇
日
に
も
町
内
で
デ
モ
を
お

こ
な
い
、
漁
師
や
住
民
な
ど

約
二
〇
〇
人
が

「
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
反
対
」
‘を
呼
び
か

け
、
防
衛
省
の
現
地
事
務
所

前
で
も

「地
元
を
無
視
し
た

介
入
を
や
め
ろ
」
と
抗
議
の

声
を
上
げ
た
。

反
対
運
動
を
続
け
て
き
た

ノ
リ
漁
師
は
、
「
画
に
描
い

た
餅
を

″
鼻
先

ニ
ン
ジ
ン
″

の
よ
う
に
し
て
ぶ
ら
下
げ
、

漁
師
を
だ
ま
し
て
い
る
の
が

防
衛
省
だ
。
だ
が
な
ん
の
確

証
も
な
い

″
ア
メ
〃
は
、
容

認
し
て
し
ま
え
ば
消
え
て
な

く
な
る
も
の
だ
¨
実
際
に
基

地

の
あ
る
全
国

の
地
域

で

は
、
米
軍
や
自
衛
隊
が
使
う

泡
消
火
剤
に
入

っ
た
発
が
ん

性
の
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

（有
機

ラ

ッ
一秀

Ъ
合
物
）
に
よ
る
水

汚
染
が
発
覚
し
て
お
り
、
基

地
に
よ
る
被
害
で
苦
し
ん
で

い
る
。
有
明
海
に
影
響
が
な

い
わ
け
が
な
い
。
そ
れ
に
オ

ス
プ
レ
イ
は
駐
屯
地
の
上
だ

け
を
飛
ぶ
の
で
は
な
い
。

私

た
ち
の
判
断
に
は
、
広
域
の

沿
岸
漁
業
者
ヽ
ま
た
漁
業
者

だ
け
で
な
く
農
家
ハ
地
域
住

民
全
体
の
将
来
を
決
定
づ
け

る
と
い
う
社
会
的
な
責
任
が

あ
る
。
こ
の
地
域
づ
く
り
を

担

っ
て
い
る
漁
業
者
が
先
走

っ
て
、
将
来
に
禍
根
を
残
す

よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し
て

は
な
ら
な
い
。
だ
が
危
険
な

海
の
上
で
働
き
、
な
に
か
あ

っ
た
ら
助
け
合
う
、
目
に
見

え
な
い
深
い
絆
で
結
ば
れ
て

い
る
の
が
漁
業
者
だ
。
私
た

ち
が
な
ぜ
反
対
し
て
い
る
の

か
、
そ
れ
は
住
民
を
バ
カ
に

し
た
よ
う
な
防
衛
省
の
甘
言

で
ご
ま
か
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
、
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
経
験
に
も
と
づ

く
も
の
だ
。
あ
き
ら
め
る
こ

と
な
く
、
命
懸
け
で
た
た
が

い
続
け
る
つ
も
り
だ
」
と
語

っ
た
。

地
撼

螢

【の
会
は
〈
葎

一も

粘
り
強
く
反
対
運
動
を
続
け

る
と
と
も
に
、
地
権
者
の
間

で
も

「木
更
津
の
暫
定
配
備

の
期
限
が
二
年
後

（
二
〇
二

五
年
七
月
）

に
迫

っ
て
お

り
、
焦

っ
て
い
る
の
は
防
衛

省
の
側
だ
。

ち
ょ
っ
と
ジ
ャ

プ
を
喰
ら

っ
た
く
ら
い
で
あ

き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
意
気
軒
昂
に
語
ら
れ

て
い
る
。


